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　今年Z）インフルエンザはpandemicの型で発生
したために各國において病原ウイル冬が分離され
ているが1）”S’1，わが國でもウイルスの分離と患者
．の柏L満抗体に関して多数の報告がなされてV・る6）一
10、Bわれわれぱ前報11）’12）で北海道における流行を
疫学的に観察したが，これと共に患者からのウイ
ルスの分離を行いその諸性状を研究すると共に患
者の血清抗体を測定して，病原と抗休の爾面から
今次の流行を考察したので，本報でぽその成績を
報告する。
1．ウイルスの分離
　1．被楡材料＝　流行期問中に小樽，札幌両市に発生し
た． C様症状を呈する患者の申11名を澱び，発病第1～4［i
の問に生理食塩水またはブイヨンの3倍稀釈液を以て含漱
せしめ，含霊液は患者毎に区別して違心しその上清にペニ
シリン】，000軍位，ストレプトマイシン2．5mg　per　ccの割
興この研究の要旨は第23回日本術生学会総会及び第1
　．匝田本ウイルス学会総会で報告した。
1）　Laneet　6756，　383　（1953）．
2）　MUnch．　Med．　Wsehr．　95，　3，“，iS　（lg，　，‘D．
3）　Lan．eet　6754，　289　（19．　53＞．
4）　Pub．　Health　Rep．　68，　？，5S　（19．5，3）．
5）　頭高見：　　lI医幸臣　1502，　569　（llrJ，28）．
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舎に加えて室温に約30分放置したものを接種材料とした。
　2．分離方法：Beveridge＆Burneti3）の：方法に從いk」
記の材料を卵靴9～12　1．1目の発育鶏卵の羊膜腔内に0．1cc，
さらに同じ卵の漿尿膜陛に0．05cc宛接不卜した。卵は各馬
柵に対して5～工0個宛使用した。これを35～36「Cに2～3
Hむいた後4．Cの冷庫に一夜納め，笠朝開回して鶏赤血球
の凝集を標示として接種卵の羊水と漿尿液におけるウイル
スの有顛を列面した。初代接種卵で血球凝集を認めないも
のは羊水の羊膜腔接種を3代まで継細し，俊然として陰性
なるものはウ．イルスを含まぬものと剃定した。
　3．成績：小樽市から5例，札幌市から6例の材料につ
いて試みたが，小樽市の材料は全例陰性に終った。これに
対して札幌市の6例からの材料を接種した卵では初代接種
卵から羊水は明らかに血球を凝集し，その中の2株は3～4
代の継代によって漿尿液も血球を凝集するに至った。ウイ
ルスの分’離に成功した6名の中1名は札幌市在住の5オの
男子であるが，他の5名は札幌医科大学附属看護学校寄宿
舎の生徒で，約10iti　m］に相次いで定型的なイの症肌を呈
したものである。さらにその含漱液は探取後1噂陶以内に
鶏卵内接種が完了しているが，小樽市患者の材料は探取後
氷塊と食塩で凍結して輸逡し鶏卵に接種するまでに数申開
ないし10数時悶を経過しているので，小樽市からの材料
でウイルスの分離が不成功に終った原因はこれ等の理由に
よるものと思、わオtる。
　分離された6株のウイル7・の1子1三沢松と齋藤株が速かに
発育卵の漿尿膜：に馴化したので，以下の実；験には主として
この2株を使用した。
11．分離ウイルスの性状
　1．分離株の発育卵に対する馴化：　分離した6株のvli
初代接種卵の漿尿液：に血球凝集を認めたのは2株である
が，羊水では全株が血球を凝集し，羊水の示す最高の凝集
　Table　1．　Rises　of　CCA　Titers　of　the　lsolatecl
Influenzαレ’ir・1」oses　Pollowing　Egg　Pαs8α9θ．　Ti・
tγαt・i伽げ00五・were　Pθげ07・med／or　A？nniotic
F妬ds伽伽1即詠7ろ砂ひσθ箆θ剛伽s，　and　theγe－
after　we？”e　Examined　for　Aglantoic　li71i，eids　Re－
spect’ivel？1
Strain
Misawa
Saito
Generation　of　passage
1　II　III　IV　V　VI　VII
〈4　32　256　64　256　128　128
〈4　8　16　J2S　512　1，280　…
　償は32倍に達したものもある。初代において漿尿液に検
　出されなかった株も羊水の継代接種により3～4代頃から
　漿尿液にもウイルスが認められるようになり，以後その凝
　集慣（CCA）は急速に上昇する傾向が見られた（第1表）。即
　ち分離初期のウイルスは発育卵の羊膜のみに親和性がある
　が，3～4回の継代により漿尿膜に対しても馴化すると同噂
　に旺盛に」曾殖を開始するものと思われる。
　　2．分離株の赤血球凝集像：ウイルスのCCA慣が上昇
　するに伶ない血球の凝集像にも特異な変化が認められた。
　即ち画調ともに分離の初期において1よ血球は小塊あるいは
　緻密な綱状または薄い円楓伏に凝集し，また凝集した血球
　は上ヒ較的長く．媒液申に1懸目して沈下し難い傾向が見られ，
　保存株イ・ウイルスにおいて日常観嬢する像と明かに異な
　　　　　　　　　　　　む　る。この現象は鶏血球のみならずモルモット，緬羊赤血球
　でも剛崇であり，さらにこの現象が胃液中の羊水に因るも
　のでないことは分離初期では漿尿液においても同様の凝集
　像が現われること，及び保存株イ・ウイルスに羊水を多量
　に加えてもかかる異常な像を見無・、ことによっても明力毒
　あって，この現象はSigeli’i）がユ流行例で分離したウイル
　スについて観心しているところと極めて類似している。し
　かし分離の初期にこのような異常な凝集を示したウイルス
　も継代を重ねるに煙い次第に保存株ウイルスに見るような
　像に近づき，第8～10代に至って何れの株も正常な凝集を
　示すよう’になった。以上のことからこの現象はイ・ウイル
　スの分離初期における一つの特性と思われる。
’　3．分離株ウイルスの0－D変異：　新たに分離された
　イ・ウイルスの継代の問にBurnet等の随ρ風えるOD相の
　変異が現われることが知られているので，われわれの分離
　したウイルスについてこの相の変異を観察した。
　　方法　被槍ウイルスとして三沢株及び齋藤株の各1～7
　代を選び，1～2代は接種卵の羊水，3代以降は漿尿液を用
　いた。各代のウイルスを生理食塩水で倍数稀釈し，その0．5
　ccに0．25％の鶏及びモルモツ｝の赤血球1孚游液0，5　ccを
　加え，室温に5時間放置した後に各血球に対するCCA慣
　からF／G比を求めて各株の相変異を観察した。
　　成績第2表は2回反復して行った実瞼の成績を示した
　もので1表に見るように分離の初期から4～5代頃までは
　F！G比は概ね1より小さいが，以後は1に近接する傾向が
　見られるので，このことから両株は分離された初期におい
　て軽度ながら0相の性膀を備えていたと推定されるが，
　Burne七等15）の述べているような着；明な相の変異は認めら
　れない。
13）　Beveridge，　W．　1．　B．　＆i　Bur’net，　F．　M．：　Med．　Res．
　　Counc．，　Spee．　Rep．　Ser．　256　（1946））．
14）　Sigel，　M．　M．：　J．　lmmunol．　62，　81　（1949．）．
IL5） Rooyen　＆　Rhodes：
　　（194S）．
Virus　Diseases　of　Man　596
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　Table　Z．　O－D　Phase　of　the　lsolated　Jnflzeenza
レすり・秘ses，　」Eαcん。酢・αction　in　thig　Tαble　Tn〔ticαtθs
liT！G　Rαtio　Ca．tculateclノテ。鵬伽Hθηταg画扮㈱ぜ。脇
Titer8プb・’∬襯α偏σ漉η俘α一Pig　Red　BlooCl（）ells
Strain
9gtng！EE1！lglLgllneratlon　of　pLusgsgggsage
1　II　III　IVv VI　VII
Misawa　・　1／4　1／1－1／2　1！4　1／1－1／4　1／2　1／1－1／4　l／2
Saito，・　1／2　1／1　］／4　1／1－1／2　1／2－1／8　J／1－1，／2　J！ll
　4．分離株によって凝集した．血球の解離＝イ・ウイルス
によって凝集した赤血球が諸種の條．件によって再び解離す
．ることが知られているが，最近SigelN）は新たに分離した
イ・ウイルスを用いて，この解離現象がさらにウイルスの
相と嘆用した血球の種類によって影．響されることを観錬：し
ている。前述の如くわれわれの分離したウイルスは第4～5
継代までは軽度ながらも0相を，その後はD相を示すもの
と考えられるので，諸種動物の血球を用いて解離の胱況を
観歓：した。
　方法　三沢株の第2～7代，齋藤株の第1～6代をとり，
前実瞼と同様にウイルスとして第2代までは羊水を，3代
以後は漿尿液を用いた。血球は鶏の他．にモルモット及び緬
羊の赤血球獅吏刑した。解離現象を精密に四四するには
1｛irstie’）の：方法によるべきであるが，、われわれは簡」猟にNS
閏の経過に俘なって試験轡’．底の血球凝；集像が推移浩央する
肌況から観察した。
　即ち各・継代ウイルスの．f齊数稀釈0．5　ccにO．25％の各種
血球浮游液：0．5ccを加え，14～工6℃に放置して1．5時間，
5噂問及び15～］S略問目（笠朝）の3回にわたって管底の
凝集像を観察し，各観測暗のCGA慣．を比較した。
　また新分離橡の対照として教室保存：のPR　S，　Lee，　FM　1
Table　3．The　Clbanges　of　the　Hemaggl’utna・t．ion　T・iSers　by　Newgy　lsiolated
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1
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Misawa Saito
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????．???
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　8
　8
　8
〈4
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　8
　8
　s
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　8
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??????
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Fowl
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512
?
　8
256
1，024
　　8
256
」，024
　　s
????? 16
64
〈4
16
64
〈4
IV
v
Fowl
G．　P．
Sheep
256
???
〈4
64
256
〈4
64
12S
〈4
Fowl
G．　P．
Sheep
Fowl
G．　P．
Sheep
2ro6
?
　4
256?
　8
256
512
〈4
」2S
o”12
〈4
　　　64
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　　〈4
　　」2S
　　256
　　く4
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〈4
12S
12＄
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J28
〈4
vr
r
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　64
1，2SO
1，2・　80
〈　40
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1，024
　　8
1，280
1，230
〈40
5j2
1，024
　　s
VII
Fowl
G．　P．
Sheep
1，2SQ’
1，280
〈40
126’
256
16
12b’
256
16
12S
256
16
　　　　Not．e：　G．’P．　guinea－pi．cr
　十
16）　Hirst，　G．　K．：　」．　Exp，　一Med．　76，　195　（1942）．
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並びに松本株についても同様の観禦を行った。
　成績　第3表に示す如く新たに分離された三沢松では，
3～6代において鶏，モルモット，緬羊の何れの血球にも解
離する傾画が見られるが，齋藤株では全般的傾向として緬
羊血球のみに解離が認められる。三沢株は分離から5代頃
まではやや0相の性耽を示しているが，表に示す如くモル
モット血球よりも鶏血球の方が時制的に早くしかも強く解
離する傾向が見られ，SigelN）の記述と類似しているよう
に思われる。しかしいわゆるD相と見倣される継代株にお
いてはSigelの述べる如くモルモツ1・血球の方が特に一早く
解離するという傾向は見られない。このことは保存株イ，
ウイルスにおいても同様であって第4衰に示すように鶏及
びモルモット血球の凝集は極めて安走しており，解離の認
められるのは緬羊血球のみである。また表に明かな如くウ
．イルスを継代するに俘ない鵠及びモルモット血球に対する
凝集債は著しく上昇するが，緬羊血球に対する凝集儂の上
　　　　　　　　　　　　ダ　Table　4．　Tlee　Chαnges　of　the　ffemαgglutinαto，n
　　　　7’iters　of　Stocicecl・JnfcuenzαViruses
　　　　　　BloodStrain　　　　　　cell
？R8
Fowl
G．　P．
Sheep
Lee
Fowl
G．　P．
Sheep
FM　1
Matsumoto
Fowl
G．　P．
Sheep
Fowl
G．　P．
Sheep
Time　of　examination
1．5　hrs　5　hrs　IS　hrs
065??
065??
04
065???
?。
02??
2，560
2，560
　40
昇は極めて遅々としており，このことは保存株イ・ツイル
スにおいてもなお明かに認められる。
　5．分離株の型の決定：イ・ウイルスの代表橡及び異種
のウイfV　7xを用いて新分離株の抗原構造を調べ，その型の
決定を試みた。
　方法　i新分離椋から三1沢株，代表：株としてPR　8，1」eg，
FM］，松本株をとり，これに異種ウイルスとして流行性耳
下腺炎ウイルスEnders株を加え，鶏を用いて各株に対す
る抗血清を作った。これ等の抗血清の倍数稀釈列に上記の
各ウイルス抗原3旧位を交叉的に加えて血球凝集抑制反慮
を行い，凝集を抑制する抗血清の最高稀釈倍鍛を比較しで
分離株の抗原構造を考禦した。
　成績　第5表に示す如く新たに分離された三沢株及び齋
藤株によって凝集した血球はPR　8，　Leg及び耳下腺炎ウイ
ルスの抗血清では抑制されず，分離株はこれ等のウイル7s
とは明かに区別される。次にFM　1株との間にはやや類似
している点もあるがなおこれとの岡には明かな差異が認め
られ，供試ウイルスの中では松本株に最も近いがなお若干
の差異が存するように思わオしる。しかし三沢株と齋藤株と
の醐には抗原上殆ど区別することが出來ないので，両者は
同一のウイルスと見倣して凹いと思われる。
IIL　患者の血清抗体の測定
1，2SO
320
640
2，560
320
640
2，560
320
　640
64，Q
640
so
6，10
640
40
640
640
40
640
?
5’20
640
］，2SO
　40
640
1，2SO
　40
Table　S・
　前項の成績から我々の分離したウイルスは抗原構i造上
ユ950～51’Nの流行株に串亟めて近いイ。ウイルスであること
が推嬢されたが，さらにこの分離株と今’回の流行との関係
を血清学的に確定するために，新分離株及び保存凸型イ，
ウイルスを用いて患者の血澗抗体の測定を行った。
　方法前報1Dに述べた臨豚症状によるイ患者の認定基准
に從って小樽市から％名，札幌市から11名計36名の患
者を選び，急性期（発病第1～3i＝i），及び恢復期（同14～ユ8
ij）の血清を探回した。抗原として使用したウイルスは新
たに分離した三沢株の他PR　S，　Lee，　FM　1及び松本の5
TiLe　Deter・nz伽tiOns（～プ伽翼廊σθ漉。　St・i’uctlL7’es（ゾ
伽Newly　JsoJatea　lnflUenzαレ蜘8θs
An七iserum
Virus
PR　8 Lee FM　I　Matsumoto　MisawaveSai七〇“tS Mumps（Endeでs）
　　PRS
　　　Lee
　　FMl
　Matsumoto
　　Misawa
Murmps　C，Enders）
　21fj
〈　26
　27
〈　2f；
　26
＜2朽
〈26
　21L｝
〈26
〈　2s
〈　2r，
〈　2r］
?????????? ? ? ? ? ? ? ?????
?
?
???????? ? ? ? ? ? ? ?
?
く26
〈26
　210’
　211
　21L，
〈　2，r，
????????? ? ? ? ?????????
??
25
Q・
????
???
’i：’　lndieates　newly　isolated　strains．
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Table　6．C・mpαrisons（’f　tんe　」ne7・eαse　of　the　Serum・Anttib吻Titersプ’・r　Vαrious．
7nfluenza　Vir！t＄　Strains　Du7’・ing　Ac2｛・te　a・nd　Convatescent　Stages
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株である。術式は患者血清の2倍階段稀釈0．5CCに2月明
の各ウイルス抗原0．5ccを加え，これに1％の鶏血球俘囚
液：2滴を加えて室濫に5i15｝醐才σいたそ受に剣定する方法を用
い，成凝は各株ウイルスによる血球凝集を抑制する血清の
最高稀釈倍数を以て表わした。
　成績　11灰復期の抗体債が急性期」：り4倍以上上昇したも
のを有意の変動と見倣して各株ウイルスに対する抗体上
昇傘を求めると，第6表の如く小樽市の患者では三沢株に
対する抗体の上昇寧が最も高く，次いでFM　1，松本，　PR　8
抗体の順に低下し，Lee抗Mcの上昇牽は極めて低い。札幌
市の患者においても弾子に三沢殊抗体が最高で以下松本，
FM　1，　PR　8抗体の順に低下し，　Lee抗体の上昇は全く認．
められない。以一ヒの成続からLeeウイルスの流行は全く
否定され，またA型ウイルスによる流行も問題になちな
い。次にAプライム群岡を比較するとFM　1，松本及び三
沢株抗体の上昇牽の周には，有意の差異は認められないが，
FM　1抗体に比較して松本株及び三沢株に対する抗体の上
昇度がより著しい傾向が見られるので，表の成績から考嬢
すればわれわれの分離株が今次の流行の原因ウイルスであ
るとi’f嫉乞さオしる。
　しかしイ，抗体の上昇度は感染直前に才びける抗体の高さ
と相関聯することが知られているので17＞噂2。、，われわれは
さらに今回の患者について急性期に保有していた各株ウイ
ルスに対する抗体の高さとその上昇度との関係を比較観禦
した。その威績は第7表の如く急性期の流行株（三沢株）に
対する抗体がPR　8及びFM　1抗体に比べて著しく低いA
群患者では三沢抗体の上昇度が極めて著明であって，流行
株の性状が確実に列鴬されるが，B群の如く急性期の流行
株に対する抗体がPR　S，　FM　1抗体よりも高い患者では同
じ感染を受けてもPR　8及びF照1抗体の上昇度の方が高
く，B群のみから考察すればこの流行はむしろFM　1株に
よるものと推定すべきである。從ってイの流行の際その原
因ウイルスを血消学的立場から推定する場合，輩に抗体の
上昇度のみをVJ，て列断ずることは早計といわねばならな
lr”o
考 按
　今年のイの流行でぱ各地から病原ウイルスが分
離されてine　1），　WHOの情報2）一3）では今年の世界
的流行の原因ウイルスは1950～51年の流行株と
抗原構造が高めて類似したAプライム型に属すも
のとされてV・る。わが國でも各地において多数の
ウイルスが分離され，その殆ど総てがAプライム
型であるが，その原型と見倣されているFM　1株
とは抗原構造上可成り異るとするものが多い。わ
れわれが分離したものは過去の代表株の中では
1950～51年の流行で分離された松本株に最も近
いが，輔見2りもわが國の分離株ウイルスを上ヒ較・し
て大多数が松本株に近似することを：認め，このこ
とからわが國の流行は世界の流行D一環をなすも
のであると述べている。イ・ウイルスが流行を反
復ナるに一って抗原構造の変異を生じることが知
られているが，以上の成績によれば世界のイ・ウ
ィルスは1950年以後は未だその抗凛構造の点に
著しい変化か生じていないと考えられる。
　イ・ウイルスの分離術式の進歩に作い患者から
のウイルスの分離成績が最近著しく向上したが，
われわれも好訟訴の下でぱ全例からウイルスを分
離することが出品た、但し小樽11∫患者の栩3トが不
成功に絡つた原因として含麟夜の保存とi鶏卵接種
を行うまでの時醐によると考えたが，奥野等9♪ぱ
接種材料rl．1のイ・ウィルスは：少なくとも一4。C，
9日闇の保存に堪えると蓮べてV・るので，不成功
の原因1よ別に考える必要がある。Sigelは分離初期
のイ・ウイルスは継代を軍：ねたウイルスとは異る
特殊の血球凝集像を示すと述べているが，われわ
れの分離株に：おいても至く同様の現象を認めるこ
とが出面た。しかしこの将異な像も発育卵の経論
を重ねるに從って保存株に見られる正常な凝集像
に近づき，継代が凡そ8代以後になると羊水，漿
尿液共に全く正常の凝集を示すに至った。この凝
集像の変化がウイルスの継代による0－D相変異
と凡そ並行していることから，この現象は0－D
粗と：共にイ・ウイルスの分離初期の1特性ではな
し4かと考えられる。
　イ・ウイルスによって凝集された血球が再び解
離する現象についてぽ既に多くの研究があるが，
Sige1は新たに：分離された1ンイルスを以てこの解
離現象を観察し興味ある知見を加えている。即ち
17）　Franeis，　T．　et　aL：　Arn．　」．　Pub．　Health　27，　ll“
　　（1937）．　・
18）　Henle，　W．　et　al．：　」．　lmmunol．　53，　75　（1946）．
19）金光・他：医学と生物学26，227（昭2S）。
20）　金光・他：　　同誌　28，4S　（H歪｛28）．
21）　Fukumi，　H．　et　al．：　Jap．　J．　Med．　Sci．　＆　Biol．　6，
　　649　（1953）．
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同じ流行から分’離したウイルスでも株によって解
寓佳の過不裟ヵ：・暑「しく異るものカミイi一　／［三一ij｝ること，　及Uご
解離はウイルスの粗と使川した血球の種類によっ
て影響されることである。特に後都こつV・てSigel
は分離の頭初からD相を示したウィルスでは，鶏
血球に比べてモルモ・Sト血L球の方が早く解離する
が，0粗のウイルスでは反対に鶏の血球の方が早
く解離すると述べている。この現象を精密に観察
するには：㎞．球から遊離したウイルスの定量を行う
必要がある。この際簡箪に試験管底の凝集像を黒
闇的に観察する方法を用いても，われわれが分離
した三沢株の0和ウイルスにおいてbat　Sige1の蓮；
べる所と類似の現象が見られたが，D祁ウィルス
では斯’る所見を認めるととは出來なかった。しか
し分離’初期のウイルスが鶏血球の解離を促進．する
ことは奥野等9）も認めているので，これ等の現象
はO－P祁変異と相侯って夏に研究すべきものと
思われる。
　イの流行はウイルスの分離と共に患者’の」肯L清聴
休を測定して，病原と抗体の両面から論ずべきも
のである。われわれの場合にぱ患者血清の抗休は
上昇率及び上昇三共に分離株に対して最も高く，
ウイルスと抗休産生とが極めて良く一致してお
り，このことがらウイルスの分離が不成功に絡つ
た小樽市の流行も札1幌市と同じウイルスによるこ
とが明らかにされたが，芦原等1。），徳田S）は患者の
血清抗休が流行の際分離されたウイルろに対する
よりもFM　1株に対し高率に上昇していることを
認めている。　このことから徳田s）は今年のイ1よ
FM　1株に近似のウイルスに因るものであると蓮
べているが，thL清抗体の集團的変動傾向からイの
流行株を推論するには既にわれわれが指摘した如
く抗体測定値の統計的処理とこれに基づく疫学的
推論の：方法に多くの問題があるので19）’L’O）・　L’L））訓説，
調革に抗体の上昇率や上昇度から推論すろことは
危険である。われわれぱその1例として今回の患
者についてこれを指摘したが、一．・般に症ナ11この軽い
患者では感染前の抗体が高いことが知られている
ので，かかる患者や不顯性感染者を対象とする時
には特に：愼重に：推論する必要があると思われる。
結 ・論
　昭和27～28年冬に発生したインフルエンザの
流行の際患者からウイルスの分離を試み，そのウ
イルス学的性歌を研究すると共に患者の．血清抗休
を測定して次の結果を得た。
　1．11名の患者含1歎液から発育卵羊膜腔内接和
により6株のイ・ウイルスを分離した。各分離株
共に初代接種卵の羊水．は明らかにi鴎血球を凝集し
分離初期のウィルスは軽度乍ら0相の性状を示し
た。
　2．分離初’期のウイルスに：よる血i球の凝．集像は
特異であって，Sige1の記載に一一・致する。　しかし
継代と共に正常の凝集を示すようになった。
　3・分離株によって凝集した一血球が解離する現
象についてSige1の観察と類似する所見を認めた。
　4・分離株はAプライムに属すがFM　1株とは
抗原構造の点が相当に異り松木株に最も近似す
ろ。
　5．患者の血清抗休上昇率は分離株に対して最
も高く，松本，FM　1抗休これに次ぎ，　PR　8抗休
の上昇は格段に低い。Lee抗体は殆ど上昇しなV・。
　6．患者の面．清抗体の変動から流行株ウイルス
を推定する際に考慮すべき点を実例について述べ
た。
　　　　　　　　　　　　　　（il召和29．5．31受付）
　本研究に際しインフルエンザ及び流行性耳下腺炎ウ・イル
スを分與された予防衛生研究所輻見秀雄i詔長，阿川文雄氏
並びに公衆衛生院甲野禮作博士，芦原義守博士に深謝する。
22）金光：綜合臨肱3（2），46〔1954）．
23）夕卜園：札幌医誌4，304（1953）．
24）　夕1、1剰：　　Ii遺誌、5，　S　（1954）．
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Summary
　　　Following　epidemiological　investigations，　etiological　and　sero1ogical　examinations　were
performed　on　patient，s　in　the　same　infltienza　epidemic　reported　in　the　previeus　papers，
　　　　Results　cbtainpud　are　as　follows　：
　　　　1）　Six　infiuenza　virus　strains　were　isolated　from　eleven　patients．　’］］he　aiTiniotic
fiuids　of　the　eggs　previolユsly　inGcnlated　with　specimens　barely．　agglutinated　fowl　blood
cells　at　first，　but　after　several　egg　pass：一iges，　even　the　allantoic　fluids　agglutinated　blood
cells　with　high　titers．
　　　　2）　The　isolated　viruses　showed　the　characteristics　of　O－phase　only　slightly　in　the
initial　stage　of　passage．　The　v’iruses　of　this　phase　agglutinated　blood　cells　of　various
animals　with　characteristic　figures　as　we．　re　described　by　Sigel，　but　these　figures　were
altered　gradually　with　the　repetition　of　passage，　and　after　about　the　eighth　passage，　they
showed　the　sa皿e　figure　as　that　of　the　stock　viruses，
　　　　3）　Agglutination－elution　phenomenon　of　the　blood　cells　’by　the　isolated　viruses　were
examined，　and　it　was　recognized　that　the　agglutinated　fowl　blQod　cells　induced　bY　freshly
isolated　influenza　viruses　had　a　tendency　to　elute　more　rapidly　and　more　markedly　than
in　the　case　of　guinea－pig　cells．
　　　　4）　Examinations　on　the　antigenic　structure　of　the・　isolated　viruses　indicated　that
they　belonged　to　A－prime　type，　and　were　clesely　related　to　Matsumc・to　strain　which　was
the　main　strain　of　the　influenza　epidemic　in　Japan　in　the　winter　1950251．
　　　　5）Serum　antibodie．s　of　thirty　six　patients　were　exa皿ined　at　acute　and　convalescept
stages．　The　increase　of　antibodies　was　highest　in　newly　isolated　virqsevs；　the　titers　for
other　viruses　decreased　in　the　following　order：　Matsumoto　＞FM　1　＞PR　8　＞Lee．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈ReeeiVed　May　31，　1954）
